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主な項目

表彰式後の発表者と審査員の方々

森林・林業の更なる推進と各種取組の成果の普及を目指し

を開催「中部森林技術交流発表会」「中部森林技術交流発表会」「中部森林技術交流発表会」「中部森林技術交流発表会」
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［
技
術
普
及
課
］
二
月
二
日
か
ら
三
日
に
か

け
、
中
部
森
林
管
理
局
大
会
議
室
に
お
い
て
、

「
平
成
二
十
七
年
度
中
部
森
林
技
術
交
流
発
表

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
管
内
の
国
有
林
並
び
に
民

有
林
の
行
政
・
教
育
・
研
究
機
関
、
団
体
等

が
、
森
林
・
林
業
に
関
す
る
試
験
研
究
、
技
術

開
発
等
に
関
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
調
査
研
究

等
の
発
表
を
通
じ
て
交
流
を
図
り
、
地
域
に
お

け
る
森
林
・
林
業
の
推
進
と
普
及
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
国
有
林
関
係
か
ら
二
十
課
題
、

民
有
林
・
学
校
関
係
等
か
ら
十
一
課
題
の
合
わ

せ
て
三
十
一
課
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
の
開
会
に
当
た
り
、
桂
川
局
長
か
ら

「
一
般
会
計
と
な
っ
た
国
有
林
は
、
森
林
、
林

業
、
木
材
産
業
に
お
け
る
我
が
国
全
体
の
、
そ

し
て
都
道
府
県
、
市
町
村
の
抱
え
る
様
々
な
課

題
の
解
決
に
向
け
、
事
業
実
行
を
通
じ
て
貢
献

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
研
究
成

果
は
国
有
林
だ
け
に
反
映
さ
せ
る
の
で
は
な
く

民
有
林
に
も
お
知
ら
せ
し
、
普
及
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
本
発
表
会
が
、
国
有

林
と
民
有
林
関
係
者
の
方
々
や
森
林
林
業
に
関

わ
る
教
育
機
関
の
方
々
等
、
多
く
の
皆
様
と
一

緒
に
開
催
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
と
と

も
に
将
来
に
向
け
た
期
待
が
抱
け
る
場
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
国
有
林
野
事
業
業
務
研
究

発
表
会
で
は
、
中
部
局
か
ら
発
表
し
た
課
題

教
授
か
ら
、
各
課
題
の
着
眼
点
や
効
果
、
今
後

進
め
る
べ
き
方
向
な
ど
に
つ
い
て
、
研
究
分
野

で
得
ら
れ
て
い
る
知
識
や
経
験
な
ど
を
織
り
交

ぜ
て
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
今
ま
で
に
な
く
多
く
の
課
題
を
応

募
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
聴
講
者
等
を
含

め
約
四
〇
〇
名
の
参
加
者
に
よ
り
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
今
後

と
も
森
林
・
林
業
技
術
の
進
展
と
そ
の
普
及
に

向
け
、
各
署
等
で
の
技
術
開
発
、
地
域
と
の
連

携
な
ど
、
民
有
林
関
係
者
と
の
共
働
・
協
調
を

深
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
の
情
報
発
信
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

桂川局長の開会挨拶

講評を行う信州大学
岡野教授

講評を行う名古屋大学大学院
田中准教授

が
、
大
変
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

来
年
度
も
、
中
部
局
の
努
力
が
評
価
さ
れ
る

こ
と
を
望
む
と
と
も
に
、
両
日
に
わ
た
り
発
表

さ
れ
る
課
題
が
、
今
後
の
森
林
、
林
業
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
」
と
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

発
表
は
、「
森
林
技
術
」、「
森
林
ふ
れ
あ

い
」、「
森
林
保
全
」
の
各
部
門
ご
と
に
、
林
業

の
低
コ
ス
ト
化
や
、
地
域
と
協
働
し
た
取
組
、

独
自
に
着
目
し
て
掘
り
下
げ
た
課
題
や
新
た
に

取
り
組
ま
れ
た
開
発
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
そ
の
成
果
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。

　

一
日
目
の
発
表
会
終
了
後
に
は
、
信
州
大
学

農
学
部
岡
野
哲
郎
教
授
か
ら
、
二
日
目
は
名
古

屋
大
学
大
学
院
生
命
農
学
研
究
科
田
中
隆
文
准 聴講者等で満員の発表会場

審査員の方々

平
成
二
十
七
年
度

中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会
を
開
催
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受
賞
課
題
と
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
発
表
順
で
掲
載
）

□
国
有
林
の
部

〇
局
長
賞
　
優
秀
賞

・
奈
良
本
山
ヒ
ノ
キ
人
工
林

　

天
然
更
新
試
験
地
に
お
け
る
施
業
に
つ
い
て

�

東
信
森
林
管
理
署　

畠
山
弘
一

�

信
州
大
学
大
学
院　

大
塚　

大

�

信
州
大
学
農
学
部　

斎
藤
仁
志

�

植
木
達
人

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
施
工
困
難
箇
所
に

�

お
け
る
改
良
工
事
の
取
り
組
み
事
例

�

木
曽
森
林
管
理
署　

守
屋
徹
郎

�

吉
越
秀
一

・
７
．
９
南
木
曽
町
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧

�

～
発
生
直
後
か
ら
の
経
過
と
対
応
～

�

南
木
曽
支
署　

祐
成
亮
一

�

中
村
信
吾

・
二
次
林
及
び
針
広
混
交
林
に
お
け
る

�

ウ
ダ
イ
カ
ン
バ
の
活
用
を
目
指
し
て

�

富
山
森
林
管
理
署　

松
原
正
志

�

古
賀
有
紀

審査結果を発表する中村森林整備部長

東信署  畠山さんと信州大学  大塚さん木曽署　守屋さんと吉越さん

富山署　松原さんと古賀さん

表彰式の様子

　南木曽支署　祐成さんと中村さん

・
ヒ
ノ
キ
天
然
林
に
お
け
る
結
実
豊
凶
と

�

小
面
積
皆
伐
後
の
実
生
の
消
長

�

森
林
技
術･

支
援
セ
ン
タ
ー　

久
保
喬
之

�

木
曽
森
林
管
理
署　

今
井　

歩

〇
局
長
賞
　
努
力
賞

・
カ
ラ
マ
ツ
コ
ン
テ
ナ
苗
の

�

成
長
調
査
に
つ
い
て

�

南
信
森
林
管
理
署　

大
溝
敏
哉

�

原
田
光
基

・
鳶と
び

ヶが

巣す

大
崩
壊
地
の

�

自
然
再
生
緑
化
へ
の
取
り
組
み

�

伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所　

中
屋　

忍

�

㈲
エ
コ
・
プ
ロ　

島
田
洋
治

・
里
山
に
お
け
る
山
腹
崩
壊
地
の

�

復
旧
に
つ
い
て

�

愛
知
森
林
管
理
事
務
所　

佐
藤
義
和

・
ヒ
ノ
キ
コ
ン
テ
ナ
苗
の

�

植
栽
功
程
調
査
に
つ
い
て

森林技術・支援センター　久保さんと
木曽署　今井さん
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�

森
林
技
術･

支
援
セ
ン
タ
ー　

三
村
晴
彦

�

岐
阜
森
林
管
理
署　

大
林
誠
司

�

岐
阜
県
森
林
研
究
所　

渡
邉
仁
志

�

茂
木
靖
和

・
低
コ
ス
ト
造
林
に
向
け
た
取
り
組
み

�
飛
騨
森
林
管
理
署　

齋
藤
由
晃

・
30
年
経
過
し
た
本
数
密
度
実
験
林
の
比
較

�

森
林
技
術･

支
援
セ
ン
タ
ー　

千
村
知
博

・
人
工
林
ヒ
ノ
キ
高
齢
木
の
樹
幹
解
析
結
果
に

　

つ
い
て　

― 

赤
沼
田
天
保
ヒ
ノ
キ

�

植
物
群
落
保
護
林
の
事
例
―

�

岐
阜
森
林
管
理
署　

細
江
将
樹

�

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー　

三
村
晴
彦

・
御
岳
ト
ウ
ヒ
・
シ
ラ
ベ
天
然
生
林　

林
分
成

　
　

長
固
定
試
験
地
～
60
年
間
の
推
移
～

�

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー　

千
村
知
博

・
Ｕ
Ａ
Ⅴ
（
無
人
航
空
機
）
を
活
用
し
た

�

調
査
業
務
の
効
率
化
に
つ
い
て

�

中
信
森
林
管
理
署　

東
川
俊
彦

　
　
　
　

㈱
ク
エ
ス
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

�

神
戸
博
之

・�

国
有
林
を
活
用
し
た
「
下
呂
の
森
を
巡
る
ツ

ア
ー
」
の
開
催
～
地
域
連
携
の
視
点
か
ら
～

�

岐
阜
森
林
管
理
署　

河
原
誠
二

�

平
杤
潤
己

・�

イ
ヌ
ワ
シ
生
息
地
の
森
林
環
境
保
全
整
備

事
業
箇
所
に
お
け
る
餌
動
物
の
利
用
状
況

�

東
信
森
林
管
理
署　

森　

孝
之

　
　
　
　

㈱
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー

�

水
上
貴
博

・
南
ア
ル
プ
ス
山
麓
に
お
け
る

�

モ
バ
イ
ル
カ
リ
ン
グ
の
取
組

�

南
信
森
林
管
理
署　

谷
澤
功
志

�

㈱
野
生
動
物
保
護
管
理
事
務
所　

奥
村
忠
誠

・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
囲
い
ワ
ナ
に
よ
る

�

効
果
的
な
捕
獲
に
つ
い
て

�

中
部
局
計
画
課　

大
野
裕
康

�

㈱Foresters PRO

　

高
橋
聖
生

・
立
木
利
用
防
止
シ
カ
柵
の

�

設
置
試
験
に
つ
い
て

�

東
濃
森
林
管
理
署　

佐
々
木
伸
也

・
南
木
曽
支
署
に
お
け
る

�

ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
の
取
組
に
つ
い
て

　

―
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
活
動
―

�

南
木
曽
支
署　

古
田
義
一

�

早
川
幸
治

□
民
有
林
の
部
（
森
林
林
業
振
興
賞
）

・
植
栽
後
の
初
期
成
長
に
優
れ
る

　

ヒ
ノ
キ･
コ
ン
テ
ナ
苗
育
成
条
件
の
検
討

�
岐
阜
県
森
林
研
究
所　

茂
木
靖
和

�

渡
邉
仁
志

�

森
林
技
術･

支
援
セ
ン
タ
ー　

三
村
晴
彦

・
ヒ
ノ
キ･

コ
ン
テ
ナ
苗
の
活
着
お
よ
び

�

初
期
成
長
に
及
ぼ
す
植
栽
時
期
の
影
響

�

岐
阜
県
森
林
研
究
所　

渡
邉
仁
志

�

茂
木
靖
和

�

森
林
技
術･

支
援
セ
ン
タ
ー　

三
村
晴
彦

�

千
村
知
博

・
高
齢
ヒ
ノ
キ
の
樹
高
成
長
量
及
び
そ
れ
と

�

幹
肥
大
成
長
量
の
関
係

�

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
教
授

�

横
井
秀
一

�

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー　

三
村
晴
彦

・
多
機
能
な
森
林
業
へ
の
転
換

　
　

た
か
や
ま
林
業･

建
設
業
協
同
組
合

�

長
瀬
雅
彦

・
水
源
林
造
成
事
業
に
お
け
る

�

ク
マ
剥
ぎ
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

国
立
研
究
開
発
法
人  

森
林
総
合
研
究
所

　
　

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
中
部
整
備
局

�

富
山
水
源
林
整
備
事
務
所　

丸
山　

慧

岐阜県森林研究所　茂木さん

岐阜県森林研究所　渡邉さん

たかやま林業・建設業協同組合　長瀬さん富山水源林整備事務所　丸山さん

岐阜県立森林文化アカデミー教授
横井さん
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□
学
生
の
部
（
奨
励
賞
）

・
航
空
レ
ー
ザ
ー
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
樹
高
・

�

本
数
密
度
の
把
握
手
法
の
提
案

　
　
　
　

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

�

飯
嶋
郁
雄

・
カ
ラ
マ
ツ
天
然
更
新
林
分
に
お
け
る

�

間
伐
時
の
生
産
性

�

信
州
大
学
農
学
部　

松
永
宙
樹

�

斎
藤
仁
志

�

植
木
達
人

・�

長
野
県
に
お
け
る
野
生
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

に
つ
い
て

�

長
野
県
林
業
大
学
校　

三
石
太
希

・
モ
ノ
レ
ー
ル
活
用
事
例
研
究

　

長
野
県
木
曽
青
峰
高
等
学
校  

森
林
環
境
科

�

宮
地
栄
多

�

奥
野
真
基

�

中
島
翔
太

�

長
谷
川
大
輝

・
木
曽
の
伝
統
・
漆
に
学
ぶ

�

長
野
県
林
業
大
学
校　

湯
澤
充
尋

・
材
木
屋
が
考
え
る
６
次
産
業
化

　

～
Ｄ
Ⅰ
Ｙ
ユ
ー
ザ
ー
に
向
け
て
の

�

木
材
販
売
の
可
能
性
の
検
証
～

　
　
　
　

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

�

松
葉
壮
平

 

［
技
術
普
及
課
］
十
二
月
十
日
、
農
林
水
産
省

に
お
い
て
、「
国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
発
表
会
は
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
、
鳥
獣
害

対
策
や
地
域
の
関
係
者
と
の
連
携
な
ど
様
々
な

分
野
で
の
事
業
や
試
験
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

る
成
果
を
広
く
普
及
す
る
た
め
、
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

発
表
は
、「
森
林
技
術
」「
森
林
ふ
れ
あ
い
」

「
森
林
保
全
」
の
三
部
門
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
部
局
か
ら
は
、「
森
林
技
術
部
門
」
に
中

信
森
林
管
理
署
と
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
、

「
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門
」
に
南
信
森
林
管
理
署
、

「
森
林
保
全
部
門
」
に
木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推

進
セ
ン
タ
ー
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

各
部
門
毎
の
発
表
終
了
後
、
林
業
機
械
化
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
特
別
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
講
評
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
中
信

森
林
管
理
署
の
発
表
が
「
林
野
庁
長
官
賞
（
最

優
秀
賞
）
」、
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
の
発
表

が
「
林
業
機
械
化
協
会
会
長
賞
（
優
秀
賞
）
」、

南
信
森
林
管
理
署
の
発
表
が
「
林
野
庁
長
官
賞

（
優
秀
賞
）」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

中
部
局
の
発
表
課
題
と
発
表
者
は
次
の
と
お
り

【
森
林
技
術
部
門
】

林
野
庁
長
官
賞
（
最
優
秀
賞
）

・
コ
ン
テ
ナ
苗
植
栽
技
術
の

�

開
発
・
普
及
に
向
け
た
取
組

岐阜県立森林文化アカデミー
飯嶋さん信州大学　松永さん

長野県林業大学校　三石さん

長野県林業大学校　湯澤さん岐阜県立森林文化アカデミー　松葉さん

木曽青峰高等学校
中島さん、長谷川さん、奥野さん、宮地さん

平
成
二
十
七
年
度

国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表
会
が
開
催
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�

中
信
森
林
管
理
署　

堀
内
志
保

�

青
島
雅
俊

林
業
機
械
化
協
会
会
長
賞
（
優
秀
賞
）

・
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
削
減
へ
の
挑
戦
！

　

～
伐
・
造
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
in 

愛
知
～

�

愛
知
森
林
管
理
事
務
所　

鈴
木
健
二

�

中
谷
淳
視

【
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門
】

林
野
庁
長
官
賞
（
優
秀
賞
）

・
遊
々
の
森
の
活
動
を
振
り
返
っ
て　

　

～「
多
摩
市
民
の
森･

フ
レ
ン
ド
ツ
リ
ー
」～

�

南
信
森
林
管
理
署　

新
川
雄
大

　

多
摩
市
立
八
ヶ
岳
少
年
自
然
の
家

�

五
味
直
喜

【
森
林
保
全
部
門
】

・
木
曽
駒
ヶ
岳
に
お
け
る
植
生
復
元
作
業
に

　
　

つ
い
て
（
10
年
間
の
取
組
み
）

　

木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

�

小
林
伸
雄

　

東
京
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
㈱�

藤
田
淳
一

間
の
活
動
を
通
じ
て
の
ご
意
見
、
ご
感
想
等
に

つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
意
見
交
換
に
入
り
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
か
ら
「
国
有
林
の
現
場
を

見
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」「
日
本
は
災

害
列
島
、
御
嶽
山
噴
火
災
害
の
復
興
等
の
取
り

組
み
等
に
つ
い
て
全
国
植
樹
祭
等
を
通
し
て
Ｐ

Ｒ
が
必
要
」「
将
来
は
森
林
資
源
の
大
部
分
が

枯
渇
す
る
の
で
は
？
国
を
挙
げ
て
考
え
る
法

整
備
等
が
必
要
」「
民
国
連
携
、
林
業
の
育
成
・

発
展
を
真
剣
に
考
え
て
欲
し
い
」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
た
取
り
組
み
が

必
要
」「
森
林
の
大
切
さ
を
一
般
の
人
に
も
っ

と
Ｐ
Ｒ
を
！
」「
国
産
材
の
利
用
の
推
進
に
よ

り
、
林
業
が
若
い
人
に
魅
力
あ
る
職
場
と
な
る

よ
う
取
り
組
み
が
必
要
」「
森
林
に
つ
い
て
都

会
の
人
に
地
域
イ
ベ
ン
ト
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン

中信署　堀内さんと青島さん

会議の様子

意見等を発表

意見交換の様子

 

［
企
画
調
整
課
］
一
月
二
十
一
日
、
中
部
森
林

管
理
局
大
会
議
室
に
お
い
て
、
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
の
方
八
名
の
参
加
に
よ
り
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。（
当
日
は
、
大

雪
の
影
響
に
よ
り
参
加
を
予
定
さ
れ
て
い
た

一
〇
名
が
欠
席
と
な
り
ま
し
た
）

　

会
議
は
、
局
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
企
画
調

整
課
長
か
ら
会
議
に
当
た
っ
て
、
モ
ニ
タ
ー
か

ら
の
事
前
意
見
・
要
望
等
へ
の
回
答
、
二
年

間
の
モ
ニ
タ
ー
活
動
の
概
要
等
（
モ
ニ
タ
ー
会

議
、
二
回
の
現
地
見
学
会
、
四
回
の
モ
ニ
タ
ー

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
）
に
つ
い
て
報
告
の
後
、
モ

ニ
タ
ー
の
皆
様
か
ら
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
の
二
年

グ
モ
ー
ル
等
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
を
！
」「
自
然
の

適
切
な
保
全
・
管
理
に
努
め
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
ご
意
見
、
ご
要
望
が
出
さ
れ
、
局
長
等
か
ら

お
答
え
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
閉
会
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
日
本
は
、
森
林
大
国
。
機
械
や
ロ
ボ
ッ
ト

を
も
っ
と
活
用
し
て
森
林
の
整
備
を
進
め
て
ほ

し
い
」「
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
の
普

及
等
の
新
し
い
事
業
に
も
大
い
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」「
モ
ニ
タ
ー
を
も
う
少
し
続
け
た
い
」

「
モ
ニ
タ
ー
活
動
を
通
じ
て
教
え
て
い
た
だ
い

た
事
を
少
し
で
も
知
人
等
に
広
報
し
た
い
」

「
積
極
的
な
意
見
交
換
が
で
き
大
変
有
意
義
な

会
議
で
あ
っ
た
」「
モ
ニ
タ
ー
募
集
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
一
般
的
な
雑
誌
に
載
せ
た
方
が
モ

ニ
タ
ー
が
集
ま
り
や
す
い
」
と
い
っ
た
ご
感

想
、
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度

平
成
二
十
七
年
度

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
開
催
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中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
今
回
の
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
会
議
で
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見

を
、
こ
れ
か
ら
の
国
有
林
野
の
管
理
・
経
営
に

活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
十
二
月
十
五
日
、
岐
阜
県

森
林
技
術
開
発
・
普
及
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
主
催

に
よ
る
日
本
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
に
つ
い

て
学
ぶ
交
流
・
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
先
進
国
で
あ
る
ド
イ
ツ

の
事
例
を
基
に
日
本
の
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
を
考

え
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
ド
イ
ツ
在
住
の
環
境

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

村
上
敦
氏
（
岐
阜
県
高
山

市
出
身
）
よ
り
ド
イ
ツ
に
お
け
る
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
の
現
状
と
考
え
方
か
ら
日
本
に
お
け

る
木
質
を
含
め
た
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー（
以
下
再

エ
ネ
）
の
利
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
基
調
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

　

村
上
氏
か
ら
は
、
ド
イ
ツ
の
再
エ
ネ
の
現
状

と
し
て
は
総
電
力
消
費
量
の
約
二
七
㌫
が
既
に

再
エ
ネ
発
電
（
風
力
・
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
・
太

陽
光
が
主
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
二
〇
二
五

年
度
ま
で
に
原
子
力
発
電
を
廃
止
、
二
〇
五
〇

年
に
は
最
低
で
も
八
〇
㌫
を
再
エ
ネ
発
電
と
す

る
計
画
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
で
は
再
エ
ネ
発
電
所
の
所

有
が
約
六
割
が
大
企
業
で
な
く
、
個
人
や
農

家
・
地
域
の
中
小
企
業
が
所
有
し
て
い
る
こ
と

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
日
本
の

電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
と
し
て
再
生
エ
ネ
も

含
め
大
企
業
が
そ
の
多
数
を
占
め
て
い
る
。
こ

の
現
状
を
直
視
し
た
う
え
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
用
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

特
に
岐
阜
県
の
よ
う
に
基
幹
産
業
が
少
な

く
、
公
共
事
業
な
ど
建
設
業
な
ど
に
頼
っ
て
い

る
地
方
で
は
こ
の
先
人
口
減
少
も
加
わ
り
地
域

経
済
の
活
性
化
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の

一
つ
の
方
法
と
し
て
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
も

含
め
た
再
エ
ネ
の
取
り
組
み
を
考
え
て
い
く
べ

き
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
工
業
製
品
や
農
作
物
と

は
違
い
、
ど
こ
で
生
産
し
よ
う
が
価
値
は
同
じ

で
あ
る
と
言
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
地
域
で
再
エ

ネ
事
業
に
取
り
組
め
ば
生
産
コ
ス
ト
削
減
や
雇

用
の
発
生
な
ど
、
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

た
だ
し
、
木
質
利
用
だ
け
で
は
資
源
量
か
ら

い
っ
て
も
化
石
燃
料
の
代
替
と
な
る
こ
と
も
到

底
無
理
で
あ
る
の
で
、
他
の
再
エ
ネ
と
組
み
合

わ
せ
た
り
、
電
熱
併
用
の
効
率
的
な
利
用
を
考

え
て
い
く
べ
き
で
も
あ
る
。
と
の
提
言
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
ド
イ
ツ
で
は
再
エ
ネ
の
取

り
組
み
と
平
行
し
て
断
熱
建
物
の
普
及
な
ど
省

エ
ネ
へ
の
取
り
組
み
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
原
発
に
依
存
を
続
け
る

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
の
違
い
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
も
積
極
的
に
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
聞
き
感
心
す
る
と
同
時
に
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
あ
り
方
を
考
え
直
す
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
岐
阜
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
協

議
会
（
伊
藤 

勇
会
長
）
は
、
平
成
二
十
八
年

一
月
十
五
日
に
岐
阜
県
瑞
穂
市
に
お
い
て
、
第

七
回
岐
阜
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
協
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
協
議
会
に
は
、
木
材
関
連
団
体
の

会
員
を
は
じ
め
、
市
、
県
、
国
の
関
係
者
が
出

席
し
ま
し
た
。
地
元
・
瑞
穂
市
か
ら
は
棚
橋
瑞

穂
市
長
が
出
席
さ
れ
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
協
議
会
は
、
㈱
岐
阜
バ
イ
オ
マ
ス
パ

ワ
ー
が
平
成
二
十
六
年
十
二
月
か
ら
本
格
稼
働

を
開
始
し
、
約
一
年
が
経
過
し
た
中
で
の
協
議

会
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
伊
藤
会
長
か
ら
開
会
に
当
た
り
「
稼

働
当
初
は
思
う
よ
う
に
未
利
用
材
等
が
集
ま
ら

ず
苦
労
し
ま
し
た
が
、
関
係
機
関
の
ご
尽
力

に
よ
り
、
春
先
よ
り
木
材
の
集
荷
が
安
定
的
に

行
わ
れ
、
六
月
以
降
に
は
未
利
用
材
の
集
荷
が

五
〇
㌫
程
度
と
な
っ
た
。
現
在
は
、
安
定
的
に

原
木
の
集
荷
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
と
感
謝
し
て
い
る
。

昨
年
度
は
安
定
的
な
発
電
事
業
に
注
意
し
て
稼

働
し
て
き
た
が
、
今
年
は
こ
れ
に
加
え
て
、
効

率
の
良
い
、
他
に
負
け
な
い
事
業
展
開
を
し
て

い
き
、
こ
れ
か
ら
も
当
協
議
会
を
通
じ
て
、
計

画
的
・
安
定
的
な
未
利
用
材
等
の
集
荷
体
制
を

確
立
し
て
い
き
た
い
。
今
後
と
も
一
層
の
ご
支

国有林モニターの方々と局幹部

基調講演を行う村上氏

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
研
修
会

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
研
修
会

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
稼
働
！

第
七
回
岐
阜
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
協
議
会
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援
を
賜
り
た
い
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

協
議
会
事
務
局
か
ら
は
、
稼
働
後
一
年
間

の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
の
状
況
と
燃

料
調
達
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
発
電
状
況
に
つ
い
て

は
、「
当
初
計
画
よ
り
未
利
用
材
の
使
用
率
が

少
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
売
り
上
げ
が
落
ち

込
ん
だ
実
績
と
な
っ
て
い
る
が
Ｐ
Ｐ
Ｓ
（
特
定

規
模
電
気
事
業
者
）
の
関
係
も
あ
り
ト
ー
タ

ル
で
は
、
収
支
が
合
っ
て
い
る
。
灰
処
理
費

に
つ
い
て
は
当
初
計
画
八
三
〇
㌧
／
年
（
一
、

六
〇
〇
万
円
）
で
あ
っ
た
が
、
実
績
で
は
五
、

二
〇
〇
㌧
／
年
（
八
、〇
〇
〇
万
円
程
度
）
と

な
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
八
年
度
の
発
電
計
画

に
つ
い
て
は
、
三
百
三
十
日
／
年
を
計
画
し
て

い
る
。」
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
燃
料
調
達
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

「
当
初
計
画
一
〇
万
㌧
／
年
で
、
実
績
が
九
万

㌧
／
年
の
集
荷
量
で
あ
り
、
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り

納
入
で
き
た
。
未
利
用
材
に
つ
い
て
も
関
係

機
関
の
ご
努
力
に
よ
り
六
月
以
降
、
五
〇
㌫

程
度
の
集
荷
率
と
な
っ
て
き
た
。
現
在
、
四
、

〇
〇
〇
㌧
の
在
庫
を
持
ち
な
が
ら
稼
働
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
一
日
の
原
料
使
用
量
も

二
三
〇
㌧
～
二
五
〇
㌧
程
度
／
年
（
昨
年
は

三
〇
〇
㌧
程
度
／
年
）
と
昨
年
と
比
べ
て
雪
も

少
な
く
含
水
率
が
低
い
た
め
、
使
用
量
に
差
が

出
て
い
る
。」
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
㈱
岐
阜
バ
イ
オ
マ
ス
パ
ワ
ー
の
ボ

イ
ラ
ー
を
納
入
し
た
㈱
タ
ク
マ
よ
り
、「
全
国

の
発
電
状
況
」
に
つ
い
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

チ
ッ
プ
製
造
機
の
販
売
等
を
手
が
け
る
緑
産
㈱

よ
り
、「
全
国
の
燃
料
調
達
状
況
」
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
協
議
会
は
終
了
し
ま
し
た
。
岐
阜

県
瑞
穂
市
で
始
ま
っ
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

事
業
も
稼
働
後
一
年
が
経
過
し
、
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
も
無
く
動
い
て
い
ま
す
。

　

国
有
林
に
対
し
て
も
安
定
的
に
森
林
資
源
を

供
給
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

［
木
曽
署
南
木
曽
支
署  

阿
寺
森
林
事
務
所
］

�

森
林
官  

谷
脇 

雅
博

　

阿
寺
森
林
事
務
所
は
、
長
野
県
の
南
西
部
に

位
置
す
る
木
曽
郡
大
桑
村
に
所
在
し
、
阿
寺
国

有
林
及
び
天
王
洞
国
有
林
、
約
五
、四
〇
〇
㌶

を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

　

管
内
の
林
分
構
成
は
、
木
曽
五
木
を
主
体
と

し
た
天
然
林
が
約
三
三
㌫
、
ヒ
ノ
キ
を
主
体
と

す
る
人
工
林
が
六
七
㌫
と
な
っ
て
お
り
、

人
工
林
の
多
く
は
、
明
治
時
代
に
植
林
さ
れ
た

一
〇
〇
年
生
以
上
に
な
る
高
齢
級
ヒ
ノ
キ
林
で

す
。

　

阿
寺
国
有
林
に
は
、
阿
寺
渓
谷
と
言
わ
れ
る

急
峻
か
つ
風
光
明
媚
な
渓
谷
が
あ
り
、
こ
の
一

帯
を
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
（
阿
寺
風
致
探

勝
林
）
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

阿
寺
渓
谷
に
は
、
夏
で
も
水
温
が
低
く
エ
メ

ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
美
し
い
清
流
、
別
名
「
阿

寺
ブ
ル
ー
」
と
称
さ
れ
る
阿
寺
川
が
流
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
阿
寺
川
に
沿
っ
て
、
阿
寺
渓
谷
キ
ャ

ン
プ
場
ま
で
併
用
林
道
が
約
六
㌔
整
備
さ
れ
て

お
り
、
信
州
の
名
水
・
秘
水
に
も
認
定
さ
れ
た

「
美
顔
水
」
や
平
成
二
十
五
年
度
に
林
業
遺
産

に
認
定
さ
れ
た
「
第
一
阿
寺
川
橋
梁
」、
希
少

野
生
動
植
物
の
ハ
ナ
ノ
キ
の
大
樹
な
ど
の
景
勝

地
や
野
生
動
植
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
四
季

を
通
じ
て
、
自
然
散
策
等
を
楽
し
み
に
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
に
は
、
阿
寺
渓
谷
の
美
し

さ
を
後
世
に
引
き
継
ご
う
と
、
地
元
自
治
体

等
（
大
桑
村
、
大
桑
村
議
会
、
地
元
の
関
係
団

体
）
で
構
成
さ
れ
る
阿
寺
渓
谷
運
営
協
議
会
が

設
立
さ
れ
、
南
木
曽
支
署
と
の
間
で
協
定
が
結

ば
れ
、
阿
寺
渓
谷
の
整
備
、
管
理
及
び
利
用
の

活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
景

第七回岐阜木質バイオマス協議会の様子

人工林ヒノキ優良林分展示林（阿寺国有林）

エメラルドグリーンの阿寺川（狸ヶ淵）

シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
官
か
ら
の
便
り
﹂
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観
整
備
作
業
が
行
わ
れ
支
署
職
員
も
参
加
し
ま

し
た
。

　

阿
寺
森
林
事
務
所
で
は
、
森
林
教
室
、
境
界

巡
検
、
請
負
事
業
の
監
督
、
予
備
編
成
に
関
す

る
業
務
の
ほ
か
、
平
成
二
十
五
年
度
に
コ
ン

テ
ナ
苗
の
普
及
・
造
林
作
業
の
省
力
化
を
目
的

に
試
験
地
を
設
定
し
て
お
り
、
植
栽
し
た
コ
ン

テ
ナ
苗
の
生
長
調
査
等
の
調
査
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
生
産
請
負
事
業
者
が
、
先
進
的
架
線

作
業
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
従
来
の
架
線
よ
り
少

人
数
で
集
材
作
業
が
可
能
で
、
架
設
・
撤
去
の

効
率
化
が
期
待
さ
れ
る
「
ウ
ッ
ド
ラ
イ
ナ
ー
」

に
よ
る
集
材
を
行
う
な
ど
、
生
産
性
の
向
上
及

び
低
コ
ス
ト
化
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
南
木
曽
支
署
管
内
で
唯
一
「
木
曽

悠
久
の
森
」
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
し
、
木

曽
谷
流
域
森
林
整
備
推
進
協
定
に
基
づ
き
、
大

桑
村
の
森
林
共
同
施
行
団
地
実
施
計
画
が
策
定

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

業
務
が
多
岐
に
亘
り
、
大
変
な
事
も
あ
り
ま

す
が
、
森
林
技
術
員
と
行
政
専
門
員
、
近
隣
の

森
林
官
、
支
署
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
ご
協
力
を

得
て
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
・
体
験
が
で
き
充
実

し
た
日
々
を
過
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
あ
と
一
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。
無

事
故
・
無
災
害
で
業
務
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

中
部
森
林
管
理
局
人
事

�

十
二
月
二
十
六
日
付

▽�

育
児
休
業
（
北
信
森
林
管
理
署
森
林
官
（
木

島
平
担
当
区
））�

百
瀬　

結

�

（
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
）

�

十
二
月
二
十
八
日
付

▽�

休
職
期
間
更
新
（
総
務
企
画
部
総
務
課
共
済

組
合
係
（
休
職
））�

吉
原
多
恵
子

�

（
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
）

�

二
月
九
日
付

▽�

職
務
復
帰
（
伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所
一
般

職
員
（
育
児
休
業
））�

江
崎
陽
介

◎
治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　

３
月
４
日　

中
部
局

◎�

生
産
性
向
上
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
取
組
結
果
発

表
会

　

３
月
８
日　

中
部
局

◎
森
林
・
林
業
社
会
貢
献
活
動
感
謝
状
贈
呈
式

　

３
月
15
日　

中
部
局

林業遺産の森林鉄道鉄橋跡

阿寺渓谷運営協議会による景観整備

間伐作業地の「ウッドライナー」による集材地元小中学校教職員の森林教室

開花したハナノキの大樹

人
の
う

ご
き
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ご当地

自慢
「木曽川源流の里」

木祖村

木曽森林管理署

34

◆
水
木
沢
天
然
林

　

木
曽
川
の
源
流
部
に
位
置
す
る
「
水
木
沢
天

然
林
」
は
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
や
サ
ワ
ラ
な
ど
の
針

葉
樹
と
ブ
ナ
、
ト
チ
ノ
キ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の

広
葉
樹
が
混
交
し
生
育
し
て
い
る
貴
重
な
森
林

で
、
林
内
に
は
「
太
古
の
森
」、「
原
始
の
森
」

と
ふ
た
つ
の
散
策
コ
ー
ス
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

一
時
間
程
度
で
一
巡
で
き
ま
す
。

　

木
曽
川
源
流
の
里
で
あ
る
木
祖
村
は
、
長
野

県
の
西
部
、
木
曽
川
の
最
上
流
に
位
置
す
る
村

で
、
村
の
東
側
に
あ
る
鳥
居
峠
は
旧
中
山
道
の

難
所
と
言
わ
れ
、
太
平
洋
に
注
ぐ
木
曽
川
と
日

本
海
に
注
ぐ
信
濃
川
と
の
分
水
嶺
に
な
っ
て
い

ま
す
。
木
祖
村
は
戦
国
時
代
に
は
武
田
氏
と
木

曽
氏
の
領
地
争
い
が
続
き
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ

た
地
で
あ
り
ま
し
た
が
、
関
ヶ
原
の
合
戦
後
の

江
戸
時
代
に
は
京
都
と
江
戸
を
結
ぶ
中
山
道

六
十
九
宿
の
ひ
と
つ
「
薮
原
宿
」
と
し
て
栄
え

ま
し
た
。

　

今
回
の
ご
当
地
自
慢
は
、
緑
と
水
に
恵
ま
れ

た
自
然
豊
か
な
木
祖
村
の
見
所
を
い
く
つ
か
ご

紹
介
し
ま
す
。

◇
鳥
居
峠

　

木
曽
街
道
薮
原
宿
と
奈
良
井
宿
の
間
に
位
置

す
る
鳥
居
峠
（
標
高
一
、一
九
七
㍍
）
は
、
江

戸
時
代
の
旅
人
に
と
っ
て
、
わ
ら
じ
履
き
の
足

を
泣
か
せ
る
中
山
道
屈
指
の
難
所
で
し
た
。
現

在
は
石
畳
の
道
も
復
元
さ
れ
、
昔
な
が
ら
の
中

山
道
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
近
年
の
自
然
回
帰
や
健
康
志
向
で
脚
光
を
浴
び
、�

散
策
に
訪
れ
る
人
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

◆
味
噌
川
ダ
ム

　

木
曽
川
上
流
の
味
噌
川
に
造
ら
れ
た
高
さ

一
四
〇
㍍
の
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
で
、
河
川
の

水
量
調
節
や
、
下
流
域
の
生
活
用
水
と
愛
知
県

の
工
業
用
水
、
発
電
等
々
の
機
能
を
持
っ
て
い

ま
す
。
ダ
ム
建
設
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
「
奥
木

曽
湖
」
は
、
ダ
ム
湖
一
〇
〇
選
に
選
ば
れ
、
遊

歩
道
や
展
望
台
な
ど
が
あ
り
、
春
に
は
新
緑

を
、
秋
に
は
紅
葉
と
四
季
折
々
の
風
景
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
縁
結
神
社

　

木
祖
村
と
松
本
市
を
結
ぶ
県
道
二
十
六
号
線

沿
い
の
別
荘
地
内
に
あ
り
、
日
本
で
唯
一
「
縁

結
」
の
名
を
持
つ
神
社
で
す
。
出
雲
大
社
の
分

社
で
、
お
参
り
し
て
願
を
か
け
る
と
想
う
人
と

縁
結
び
が
叶
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
恋
愛
だ

け
で
な
く
人
と
人
と
の
繋
が
り
に
も
ご
利
益
が

あ
る
そ
う
で
す
。

◆
ア
ク
セ
ス

　

鳥
居
峠
（
歩
行
開
始
地
点
の
薮
原
駅
ま
で
）

は
、
中
央
道
中
津
川
Ⅰ
Ｃ
か
ら
車
で
約
九
〇

分
、
長
野
道
塩
尻
Ⅰ
Ｃ
か
ら
約
四
〇
分
、
水
木

沢
天
然
林
は
、
中
央
道
中
津
川
Ⅰ
Ｃ
か
ら
車
で

約
一
一
〇
分
、
長
野
道
塩
尻
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
六
〇

分
、
味
噌
川
ダ
ム
は
、
中
央
道
中
津
川
Ⅰ
Ｃ
か

ら
車
で
約
一
〇
〇
分
、
長
野
道
塩
尻
Ⅰ
Ｃ
か
ら

約
五
〇
分
、
縁
結
神
社
は
、
中
央
道
中
津
川
Ⅰ

Ｃ
か
ら
車
で
約
一
二
〇
分
、
長
野
道
塩
尻
Ⅰ
Ｃ

か
ら
約
七
〇
分
で
す
。

　

木
祖
村
に
は
他
に
も
た
く
さ
ん
の
見
所
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ま
た
の
機
会
に
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

水木沢天然林の案内看板 鳥居峠の石畳

多様な樹種が生育する天然林

縁結神社境内

味噌川ダム（春）


